
【参加者アンケートから】 

「放射能の話しは、いつの間にかし

なくなりましたが、今でも今後どー

なるのかと不安でいっぱいです。子

ども達が、成長するたびに体に問題

はないのかとつい考えてしまいます

が、コヨットに参加してみなさんの

笑顔を見ると一瞬でも忘れて過ごせ

る自分がいると感じます。また、心

がいっぱいになった時は、参加しま

す。」 

 

 

夏真っ盛りの好天に恵まれました。未就学児の保養に９家族、子ども２０名が参加しました。恒例と

なったパン食い（お菓子）競争で体をほぐした後、暑かったのでほとんどの子が噴水で遊んでいました。

夕食の時にコープみえさんのボランティアスタッフが、絵本の読み聞かせをしてくれました。おかげで

大人は、ゆっくりと食事をとることができました。 

二日目は、山形市にある「シベールファクトリー」 

（ラスク工場）で、見学とお買い物を楽しみました。 

 

 

【今後の課題 ②】 

今後の活動の重点となる「ほっこりママ会」についてご紹介します。 

 コヨット！参加経験者も未経験者も、いっしょに子育てについて話

し合い、子どもと触れ合い、自身の心のケアの大切さを実感すること

など、臨床心理士の先生を交えて行っているのが「ほっこりママ会」

です。福島市と郡山市で不定期に開催して、５年目を迎えています。

福島の食材を使った料理教室も企画し大好評です！今後は、「ママの

リラックス」「食の安全・安心」などテーマを絞った企画を行い、同

じ関心事を共有できる場も設けていきます。 

 

今年の夏、福島では 7月中旬までは暑い日が多かったのですが、 

夏休みに入るころから曇りや雨の日が続きました。 

それでも子供たちは、元気に遊び、たくさんの思い出を作りました。 

夏の全国受入企画は、事故なく全企画が無事終了しました。 

あらためまして、みなさまにお礼を申し上げます。 
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わくわくランド外あそび、ラスク工場見学  ～7/15-16 天童いちらく～ 

ラスク工場の前で記念撮影 お菓子食い競争 



 

 パルシステム茨城主催の「生きもの観察交流会」に福島から５

家族、小学生６名、大人８名が参加しました。米沢郷牧場で、パ

ルシステム茨城の組合員と合流して、タニシやドジョウなどの生

きもの観察、田んぼの草取り競争、ザリガニ釣り、さくらんぼ果

樹園と有機栽培のお米圃場見学、陶芸教室など目いっぱい体験し

ました。一日目の夕食は、牧場自慢の BBQ、二日目昼食は餅つき

を行い鶏雑煮、きなこもちなどをおいしくいただきました。 

 

 
コープあおもりの受入企画「子どもねぶた」に、８家族、小

学生１０名、大人９名が参加しました。青森に到着後、来年度

の新入職員からウエルカムパーティーをしていただき、組合員、

職員の方の手作り郷土料理の夕食をごちそうになりました。子

どもはハッピ、大人はねぶた衣装に着替えて、いよいよ本番。

「らっせら！」のかけ声と跳ね方を教わり、元気に最後まで参

加することができました。 

 

 

 長野県生協連の受入企画で、小学生 24 名がキャンプで自然体験をしました。栄村秋山郷観光協会、NPO

法人信州アウトドアプロジェクトの協力をいただきました。あいにく雨模様が続きましたが、子ども達

は元気いっぱい！自分たちでテント張り、火おこしして食事づくり、ジャガイモの収穫、イモリやクワ

ガタの捕獲、森の秘密基地づくり、川遊びなどを体験しました。最終日、作った秘密基地を元に戻し、

捕まえた生き物を自然に返して、秋山郷とお別れをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米沢郷牧場「生きもの観察交流会」 ～ 7/8-9 山形県高畠町 ～ 

住吉、小池 

 

青森ねぶたツアー/コープあおもり子どもねぶた  ～8/2-3 青森市～ 

コヨット in ながの チャレンジキャンプ ～7/27-30 長野県栄村秘境秋山剛～ 

川の中に温泉がある！ 

森の中の秘密基地づくり 

移動式すべり台 


